
【取組内容】 知識構成型ジグソー法を用いた「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 　

様式Ⅰ-3

リーディング DXスクール事業　【実践事例】 久喜市立江面小学校（埼玉県）【協力校】

①クラウド上に学習の手引き　
を提示する。

②振り返りシートを単元を通　
して（自分のめあて・振り　返
り）活用する。

③・はじめと最後の考えを各自のスライドに記入する。
　・エキスパートABCDそれぞれのグループでスライドを活用する。　　「協
働的な学び」
　・ジグソー活動後に自分の考えをまとめる。「個別最適な学び」
　

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けたポイント
・主体的に学びに向かわせるための手立てとして、 1時間毎のクラスルームの課題に流れを提示し、見通しを　もって
学習に取り組ませる。
・自力解決場面では、クラウドを活用するとともに、友だちと対話や協働学習ができる学習形態で学習を進　　める。
・楽しい学びにするために、１時間の見通しを確実にもたせ、自分で課題解決の方法を選択し、学びに向か　　わせ
る。
・自分の成長を実感するために、スプレッドシートを活用し、自分でめあてを立て、その振り返りをさせる。
・見方や考え方を働かせるために、 十進位取り記数法の原理に着目させたり、〇〇の何こ分かに着目し注目さ　せた
りして、計算の仕方を考させる。


